









                                      様式３ 
論  文  内  容  の  要  旨  














































                          様 式 ７  
論文審査の結果の要旨及び担当者  
       氏  名  （     山 田  貴 之     ）  
論文審査担当者 











































し、分離度 1。2以上の 2ピークは in silicoライブラリーとの類似性評価に基づき算出されるデータ解析スコアを指
標として判別することが可能であることを理論的に証明している。最後に、ラット血しょうを対象とした脂質メタボ
ローム解析を実施した結果、質量分析で判別できない分子種を、保持時間を指標として判別可能であることを実証し
ている。 
第四章では、以上の研究成果とその意義についてまとめ、今後の展望について記述している。 
以上のように、本論文は脂質メタボローム解析における新規のクロマトグラフィー保持時間予測手法を提案し、実
サンプルを用いて当該手法の実用性も検証している。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
 
